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そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

まち・ひと・しごと創生総合戦略
◆平成28年成人式、申告相談、除雪・雪下ろしの事故に注意　ほか



特
集
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

第
５
次
村
山
市
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

　
現
在
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
み
、
深
刻
な
人
口
減
少
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
国
は
、
地
方
か
ら
東
京

圏
へ
の
過
度
な
人
口
集
中
に
歯
止
め
を

か
け
、
各
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確

保
し
、
将
来
に
渡
っ
て
活
力
あ
る
社
会

を
維
持
し
て
い
く
た
め
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
市
は
、
昨
年
８
月
に

策
定
し
た
「
第
５
次
村
山
市
総
合
計

画
」
が
示
す
基
本
的
な
方
向
性
と
そ
の

実
現
に
向
け
た
考
え
方
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
総
合
計
画
に
お
け
る

「
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
現
に

向
け
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
昨
年
10
月
、
「
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市
」
の
創

生
を
目
指
し
、
「
村
山
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
で
は
平
成
32
年
ま
で
の
５

年
間
を
実
施
目
標
期
間
と
し
、
次
の
４

つ
を
基
本
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

▼
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

▼
移
住
・
定
住
の
推
進

▼
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
の
充
実

▼
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
個
々
の
事
業
に
お
け
る
政
策
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
暮

ら
し
や
す
い
魅
力
あ
る
〝
ま
ち
〞
づ
く

り
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
各
産
業
に
お
い
て
は
、
付
加
価
値
販

売
や
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
策

に
取
り
組
み
、
安
定
し
た
質
の
高
い
魅

力
あ
る
「
し
ご
と
」
の
創
出
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
へ
の
子
育
て

支
援
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育
み
、

地
域
へ
の
愛
着
を
醸
成
し
地
元
へ
の
定

着
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
有
用
な
人

材
を
育
成
し
、
魅
力
あ
る
「
ひ
と
」
づ

く
り
を
目
指
し
、
「
し
ご
と
」
と
「
ひ

と
」
の
好
循
環
を
確
立
し
ま
す
。

　
５
年
間
で
取
り
組
む
主
な
施
策
は
次

の
と
お
り
で
す
。

基
本
目
標
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特集　村山市まち・ひと・しごと創生総合戦略特集　村山市まち・ひと・しごと創生総合戦略

特
集
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

１
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
生
か
し
て

　
「
し
ご
と
」
を
創
出
し
よ
う

■
市
内
企
業
へ
の
就
職
者
数
を
年
間

１
２
０
人
、
平
成
32
年
ま
で
６
０
０
人

の
正
規
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

■
３
件
以
上
の
起
業
、
創
業
者
、
新
た

な
出
店
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
施
策

①
新
た
な
構
想
に
よ
る
「
し
ご
と
」
の

　
創
生

②
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
創
業
の
支

　
援

③
経
営
力
向
上
と
企
業
連
携
に
よ
る
工

　
業
の
振
興

④
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成

⑤
魅
力
あ
る
農
業
の
振
興

⑥
農
商
工
連
携
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な

　
産
業
の
推
進

⑦
３
６
５
日
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　
推
進

⑧
東
沢
公
園
・
最
上
川
三
難
所
周
辺
観

　
光
エ
リ
ア
の
進
化

⑨
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
観
光
産
業
の
活

　
性
化

２
、
こ
こ
に
住
み
た
い
、
帰
り
た
い

　
「
ひ
と
」
を
増
や
そ
う

■
転
入
者
を
増
や
し
、
転
出
者
を
抑
制

す
る
た
め
に
、
地
元
雇
用
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
で
子
育
て
世
代
の
定
住
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
を
促
進
さ
せ
、
市
外
・
県
外
か

ら
の
移
住
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
移
住
に
対
す
る
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
、
年
間
１
件
以
上
の
移
住
相
談
の

成
立
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
施
策

①
移
住
・
定
住
者
へ
の
総
合
的
な
支
援

②
多
様
な
タ
イ
プ
の
住
環
境
の
整
備

③
村
山
版
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
構
想

　
の
推
進

④
空
き
家
利
活
用
の
推
進

⑤
地
域
産
業
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育

　
成

⑥
「
大
好
き
村
山
」
の
心
を
育
む
教
育

　
の
充
実
　

３
、
若
い
〝
ひ
と
〞
の
結
婚
・
出
産
・

　
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
よ
う

■
子
育
て
支
援
策
の
充
実
を
図
り
、
平

成
32
年
ま
で
に
合
計
特
殊
出
生
率
を

１
・
56
ま
で
向
上
さ
せ
ま
す
。

■
住
ま
い
の
地
域
の
子
育
て
環
境
や
支

援
に
対
す
る
満
足
度
を
、
５
年
間
で
５

パ
ー
セ
ン
ト
向
上
さ
せ
ま
す
。

〈
参
考
〉
満
足
、
や
や
満
足
、
普
通
と

回
答
し
た
割
合
…
就
学
前
61
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
、
小
学
校
67
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

具
体
的
施
策

①
家
族
に
寄
り
添
う
子
育
て
支
援
体
制

　
の
充
実

②
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
保
健
の
充
実

③
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
へ
の
適
切
な
対
応

　
と
支
援

④
地
域
に
愛
着
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

４
、
み
ん
な
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
「
ま
ち
」
を
創
ろ
う

■
地
域
公
共
交
通
の
利
用
推
進
お
よ
び

利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
５
年
間
で
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
平
均
運
行
率

40
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
維
持
し
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
ま
す
。

■
特
色
あ
る
空
き
家
（
店
舗
）
の
利
活

用
を
促
進
し
、
５
年
間
で
２
店
舗
以
上

の
空
店
舗
の
解
消
を
目
指
し
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
施
策

①
き
め
細
や
か
な
雪
対
策
の
充
実

②
地
域
公
共
交
通
の
整
備
と
利
便
性
の

　
向
上

③
多
様
な
市
民
活
動
へ
の
支
援

④
特
色
あ
る
空
き
店
舗
活
用
に
よ
る
中

　
心
市
街
地
の
活
性
化

⑤
自
然
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
ま
ち
づ

　
く
り

⑥
消
防
・
救
急
体
制
の
強
化
に
よ
る
安

　
心
な
ま
ち
づ
く
り

⑦
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

⑧
情
報
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

問
合
せ

政
策
推
進
課
地
方
創
生
係  

☎
内
線
274

子

まるごとにっぽん「しごとくらしコンシェル
ジュ」で移住等を紹介
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特
集
　
平
成
28
年
村
山
市
成
人
式

　
１
月
10
日
、
平
成
28
年
村
山
市
成
人

式
が
市
民
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
式
典
会
場
を
昨
年
の
小

ホ
ー
ル
か
ら
大
ホ
ー
ル
に
替
え
、
新
成

人
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
市
民
参
加
型
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
式
に
は
新
成
人
２
１
０
人

の
出
席
者
に
加
え
一
般
参
加
者
も
多
数

参
加
し
、
約
６
０
０
人
が
祝
う
式
典
と

な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
が
、
思
い
出
に
残
る
市
民
参
加
型
の
成
人
式
を
企
画

特集　平成28年村山市成人式

　
実
行
委
員
長
の
元
木
耕
輔
さ
ん
（
楯

岡
）
は
「
中
学
校
を
卒
業
し
た
年
に
東

日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
不
安
を
抱
え

た
ま
ま
卒
業
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
今

日
ま
で
元
気
で
過
ご
し
再
会
で
き
た
の

は
、
家
族
や
先
生
、
地
域
の
方
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
か
ら
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
な
立
派
な
大
人
に
な

り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
「
こ
の
星
に
生
ま
れ
て
」
を

全
員
で
合
唱
し
、
風
船
を
飛
ば
し
て
成

人
を
祝
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
村
山
市
成
人
式

  

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
実
施

　
今
年
の
式
典
で
は
、
楯
岡
出
身
の
歌

手
ａ
‐
sa
（
ア
ー
サ
・
本
名
菅
野
梓
）

さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
が
お

こ
な
わ
れ
、
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
の
夢
を
か

な
え
た
先
輩
と
し
て
、
新
成
人
を
歌
で

祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ａ
‐
sa
さ
ん
は
、
現
在
、
東
京
を
中

心
に
活
動
中
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
単
独

で
２
曲
、
同
じ
事
務
所
のG

-FO
R
C
E

さ
ん
と
六
獅
さ
ん
と
２
曲
の
計
４
曲
を

熱
唱
し
ま
し
た
。
胸
に
響
く
力
強
い
歌

声
で
新
成
人
た
ち
を
魅
了
し
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

大ホールでおこなった市民参加型の成人式

熱唱するa-saさん
副実行委員長の阿部豊さん
と田村綾花さんが決意表明
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特
集
　
東
京
・
浅
草
に
村
山
市
が
出
店

東
京
に
村
山
市
コ
ー
ナ
ー
が
誕
生

　
47
都
道
府
県
の
ふ
る
さ
と
が
一
同
に

会
す
る
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
が
昨

年
12
月
17
日
、
東
京
都
台
東
区
浅
草
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国

の
本
物
の
逸
品
や
隠
れ
た
名
産
品
を
紹

介
す
る
４
階
建
て
の
施
設
で
、
株
式
会

社
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
（
株
式
会
社
東

京
楽
天
地
の
１
０
０
％
出
資
）
が
管
理

運
営
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
市
は
、
村
山
市
の
観
光
や
特
産
品
を

全
国
に
情
報
発
信
す
る
た
め
、
３
階
に

設
置
さ
れ
全
国
の
市
町
村
が
集
ま
る

「
お
す
す
め
ふ
る
さ
と
」
に
出
店
し
ま

し
た
。
初
回
は
、
全
国
か
ら
17
の
市
町

村
が
出
店
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
山
形

県
か
ら
の
出
店
は
村
山
市
一
市
の
み
で

す
。
台
東
区
と
の
友
好
関
係
や
大
わ
ら

じ
の
縁
も
あ
っ
て
、
入
口
正
面
に
コ
ー

ナ
ー
を
構
え
て
い
ま
す
。
こ
の
出
店
は

東
京
・
浅
草
に
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
が
オ
ー
プ
ン

東
京
で
村
山
市
を
全
国
に
発
信
！

１
年
間
の
契
約
で
、
毎
年
、
応
募
し
た

市
町
村
か
ら
厳
選
さ
れ
、
入
れ
替
え
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

村
山
市
の
旬
を
全
国
へ

　
１
階
の
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
蔵
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
地
方
色
豊
か
な
旬

の
食
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
村
山
市
の
物
産
を
販
売
し
て

お
り
、
こ
の
日
は
、
乾
そ
ば
と
山
の
内

産
の
天
然
ナ
メ
コ
を
販
売
し
て
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
季
節
ご
と
の
魅
力
的
な

物
産
を
納
品
し
て
い
き
ま
す
。
６
月
に

は
山
形
が
誇
る
果
実
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
」

を
販
売
す
る
な
ど
、
旬
の
味
覚
で
村
山

市
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。

　
ほ
か
に
も
、
全
国
の
ふ
る
さ
と
納
税

を
案
内
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
や
観
光
情
報
を
調
べ
る

「
ふ
る
さ
と
観
光
プ
ラ
ン
」
、
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
移
住
を
考
え
る
方

へ
の
地
域
の
仕
事
・
暮
ら
し
の
相
談
窓

口
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、

全
国
の
自
治
体
で
も
っ
と
も
重
要
と

な
っ
て
い
る
地
方
創
生
へ
の
取
組
み
に

も
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

  村山市を紹介するコーナー   オープンを待つたくさんのひとたち

  天然ナメコと乾そばを販売

特集　東京・浅草に村山市が出店

つくば
エクスプレス
浅草駅

つくば
エクスプレス
浅草駅

浅草寺浅草寺

五重塔五重塔

雷門雷門
東京メトロ
浅草駅
東京メトロ
浅草駅

雷門通り雷門通り

東京メトロ銀座線東京メトロ銀座線

宝蔵門宝蔵門
馬
道
通
り

馬
道
通
り

国
際
通
り

国
際
通
り

仲
見
世
通
り

仲
見
世
通
り

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん

※
９
ペ
ー
ジ
の「
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
コ
ー
ナ
ー
で
も「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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特
集　

市
県
民
税
の
申
告
相
談

2
月
12
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
市
内
4
会
場
で
実
施

市
県
民
税
の
申
告
相
談

市
県
民
税
の
申
告
相
談

　

申
告
相
談
の
会
場
と
日
程
に
つ
い
て

は
、
市
報
1
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

  

申
告
が
必
要
な
方

　

申
告
に
は
「
所
得
税
（
国
税
）
の
確

定
申
告
」
と
「
市
県
民
税
（
地
方
税
）

の
申
告
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
申

告
が
必
要
か
ど
う
か
は
、
左
ペ
ー
ジ
の 

チ
ェ
ッ
ク
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  

申
告
の
手
続
き

　

平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
所
得
金
額
、
所
得
控
除
金
額
、

税
額
控
除
金
額
な
ど
を
計
算
し
、
次
の

手
続
き
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税

　

村
山
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
額
と
の
過
不
足
を
精
算
し
ま
す
。

■
市
県
民
税

　

税
務
課
に
市
県
民
税
の
申
告
書
を
提

出
し
ま
す
。

※
市
県
民
税
は
所
得
税
と
は
異
な
り
、

前
年
の
所
得
に
課
税
す
る
制
度
で
あ
る

た
め
、
こ
の
申
告
書
が
平
成
28
年
度
の

市
県
民
税
の
課
税
資
料
と
な
り
ま
す
。 

  
農
業
所
得
を
申
告
す
る
方
へ

　

農
業
に
関
す
る
交
付
金
は
農
業
の
雑

収
入
に
該
当
し
ま
す
。
交
付
金
の
種
類

や
金
額
な
ど
を
確
認
の
う
え
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

必
ず
収
支
計
算
内
訳
書
を
作
成
の
う

え
申
告
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
収

支
計
算
を
し
て
い
な
い
と
、
申
告
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
を　

忘
れ
ず
に

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
事
業
所

得
（
農
業
を
含
む
）
、
不
動
産
所
得
ま

た
は
山
林
所
得
が
あ
る
方
は
、
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
村
山
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

申
告
相
談
時
に
必
要
な
も
の

■
申
告
受
付
カ
ー
ド

　

送
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
そ
の
ま
ま

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
会
場
に
準
備
し
て

あ
り
ま
す
。

■
印
か
ん

■
収
入
・
経
費
を
確
認
で
き
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
、
収
支
内
訳
書
、
各
種

領
収
書
な
ど
）

　

営
業
、
農
業
、
不
動
産
収
入
が
あ
る

方
は
、
収
支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
所
得
控
除
対
象
の
支
払
金
額
が
確
認

で
き
る
書
類
（
生
命
保
険
料
、
国
民
年

金
な
ど
の
証
明
書
、
医
療
費
の
領
収
書

な
ど
）

　

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
は
支
払
額
を

合
計
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
障
が
い
者
手
帳
（
障
が
い
者
控
除
を

受
け
る
場
合
）

　

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
、

か
つ
障
が
い
者
に
準
じ
る
と
認
定
さ
れ

た
方
は
、
福
祉
課
が
発
行
す
る
証
明
書

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
告
者
本
人
の
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
還
付
申
告
の
場
合
）

■
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告

書
や
は
が
き
（
送
付
さ
れ
た
場
合
）

※
申
告
期
間
中
は
市
役
所
税
務
課
で
申

告
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

※
込
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課
住
民
税
係　

☎
内
線
122

 

申

  
農記忘

  

申
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所得税の確定申告　主な対象者

ア. 事業所得(農業含)、不動産所得、雑所得(個人年
金、報酬等)、譲渡所得などがある方で、各所
得の合計額が所得控除の合計額を超える方

イ. 給与所得があり、以下に該当する方
・給与収入が2,000万円を超える方
・給与所得以外の所得金額が20万円を超える方
・年末調整されていない給与を受けていた方
・給与を2か所以上から受けていて、年末調整され
なかった給与収入とほかの所得金額の合計が20
万円を超える方
ウ. 公的年金等以外の所得額が20万円を超える、ま
たは公的年金等の収入額が400万円を超える方

エ. 年末調整以外で医療費等の控除がある方

は
い

は
い

い
い
え

は
い

いいえ はい

いいえ

いいえ

特集　市県民税の申告相談

特
集
　
市
県
民
税
の
申
告
相
談

申告が必要かどうか確認しましょう

平成27年1月1日から12月31日までの間に
収入がありましたか？

今年の申告は必要ありません。
※一部例外あり（チェック2の「主な
対象者」参照）
※申告受付カードが送付されている場
合は、お手数ですがカードに必要事
項を記入のうえ、税務課または地域
市民センターへ提出してください。

給与以外の収入があり
ましたか？

年末調整が済ん
でいますか？

平成28年1月1日現在村山市に住んでいましたか？
平成28年1月1日現在、住民登録をし
ている市区町村、もしくは最寄りの税
務署へご相談ください。

「所得税の確定申告」か「市県民税の申告」のどちらかが必要かもしれません。
チェック２（下表）へお進みください。

チェッ
ク１

チェッ
ク２ あなたはどちらの申告ですか？

市県民税の申告　主な対象者

平成28年1月1日現在で村山市に住所があり収入が
ある方。（下記の市民税の申告が不要な方を除く）
※左記で所得税の申告が不要であっても、チェッ
ク1で申告が必要となった方は、市県民税の申告
が必要です。
※扶養親族等申告書等を変更して各種控除の適用を
受けようとする方は、市県民税の申告が必要です。

村山税務署で申告してください
申告期間　2月16日(火)～3月15日(火)
※市の申告会場でも受け付けます。 市の申告相談会場で申告してください

市民税の申告が不要な方
・所得税の確定申告書を提
出する方
・前年中の収入が給与・公
的年金のみで各種控除に
変更がない方
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雪
に
よ
る
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
、
雪

下
ろ
し
と
除
雪
機
に
よ
る
も
の
で
す
。

昨
年
度
は
、
市
内
で
９
件
も
の
事
故
が

発
生
し
、
こ
れ
は
、
山
形
県
内
で
２
番

目
に
多
い
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
の
点
に
注
意
し
安
全
な
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。
事
故
は
、
特
に
高
齢

者
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
「
自
分
は
大

丈
夫
」
「
い
つ
も
と
同
じ
だ
か
ら
心
配

な
い
」
と
過
信
せ
ず
に
、
常
に
安
全
な

作
業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

特
集
　
除
雪
・
雪
下
ろ
し
の
事
故
に
注
意

過
信
は
大
敵
、
安
全
な
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

除
雪
・
雪
下
ろ
し
の
事
故
に
注
意

安
全
な
雪
下
ろ
し
の
た
め
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
あ
る
程
度
雪
が
積
も
っ
て
か
ら
屋
根

に
登
り
ま
し
ょ
う
。

②
雪
が
緩
ん
で
い
る
と
き
の
作
業
は
、

で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

③
屋
根
へ
登
り
降
り
す
る
際
の
事
故
が

特
に
多
い
で
す
。
は
し
ご
な
ど
は
確
実

に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

④
事
故
が
起
き
た
際
に
気
づ
い
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
２
人
以
上

で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
１

人
で
お
こ
な
う
場
合
は
、
近
所
の
方
に

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

除
雪
機
を
安
全
に
使
う
た
め
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
人
通
り
が
多
い
と
き
は
使
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
雪
つ
ま
り
を
取
る
と
き
は
、
必
ず
エ

安４

ン
ジ
ン
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

③
動
い
て
い
る
除
雪
機
か
ら
は
、
離
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
無
理
な
作
業
を
お
こ
な
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

除４

注
意
喚
起
の
広
報
を

お
こ
な
い
ま
す

　
気
温
や
積
雪
状
況
を
勘
案
し
、
事
故

が
発
生
し
や
す
い
と
き
に
は
、
防
災
行

政
無
線
や
消
防
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
よ
り
危
険
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
事
故
が
な
い
よ
う
気
を
引
き
締
め

て
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／

総
務
課
情
報
危
機
管
理
係  

☎
内
線
214

注お

高齢者世帯への除雪費支給が
使いやすくなりました

　対象となる高齢者世帯への除雪
費の支給額について、算定方法が
変わりました。対象世帯や対象期
間、申請期限などは「市民の友平
成27年12月1日号」をご覧くださ
い。
支給対象額
対象期間中の除雪費の10分の8
支給上限額　
30,000円
　除雪作業1回あたりの支給上限額
がなくなり、回数にかかわらず上
限額の30,000円まで支給できるよ
うになりました。詳しくはお問い
合わせください。
問福祉課地域福祉係  ☎内線141

ヘルメットと命綱を忘れずに
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時
の
動
静

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
（
１
月
上
旬
）
、
外
の
積
雪
は
ほ
と
ん
ど
な
く
異
常

気
象
で
す
。

　
昨
年
９
月
の
常
総
市
、
東
北
で
は
大
崎
市
の
集
中
豪
雨
災
害
を
ご
記
憶
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
「
線
状
降
水
帯
」
と
い
う
気
圧
の
関
係
で
、
南
北
に
一

本
の
線
の
よ
う
に
降
っ
た
豪
雨
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省

の
話
に
よ
る
と
、
20
か
ら
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
に
ず
れ
れ
ば
当
地
域
が
あ
の
状
況
に

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
紙
一
重
で
す
。

　
か
よ
う
に
一
寸
先
が
見
え
な
い
状
況
は
何
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
最
善
を
尽
く
す
べ
く
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

①
防
災
行
政
無
線
…
よ
く
聞
こ
え
な
い
、
も
っ
と
音
を
大
き
く
し
て
ほ
し
い
、
と
い

う
方
が
相
当
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
す
。
音

を
大
き
く
す
れ
ば
遠
く
の
方
は
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
く
の
方
に
は
別
の
問

題
が
で
て
き
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
家
で
も
開
放
的
な
夏
と
締
め
切
っ
た
冬
の
場
合
な

ど
、
ま
た
、
最
近
の
高
気
密
住
宅
と
そ
う
で
な
い
家
で
も
条
件
は
ま
っ
た
く
違
い
、

千
差
万
別
で
す
。
し
か
も
、
悪
い
こ
と
に
、
大
き
な
災
害
は
豪
雨
や
暴
風
雨
の
と
き

に
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
さ
ら
に
条
件
が
悪
化
し
ま
す
の
で
、
防
災
行

政
無
線
だ
け
に
頼
る
の
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

②
自
助
共
助
公
助
…
市
と
し
ま
し
て
も
公
助
は
も
ち
ろ
ん
い
た
し
ま
す
が
、
広
範
囲

な
災
害
と
な
る
と
個
々
人
に
は
手
薄
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
最
終
的
に
は

自
助
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
集
中
豪
雨
、
暴
風
雨
等

の
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
電
話
等
を
駆
使
し
て
情
報
を
集

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
☎

（53）
６
６
４
４
…
こ
の
番
号
に
電
話
し
ま
す
と
、
自
動
音
声
で
防
災
行
政
無
線
の

放
送
と
同
じ
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 Vol.

002

　
浅
草
に
で
き
た
新
商
業
ビ
ル
「
ま
る
ご

と
に
っ
ぽ
ん
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ
の

施
設
は
地
域
の
隠
れ
た
名
産
品
を
一
堂
に

集
め
る
、
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
。
広
い
店

内
に
、
各
地
の
小
さ
な
生
産
者
の
も
の
で

あ
ろ
う
商
品
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
ま

す
。
1
月
の
連
休
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
商
工
観
光
課
の
み
な
さ
ん
と

こ
の
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
の
物
産
展

に
出
店
し
て
き
ま
し
た
。
浅
草
寺
か
ら
す

ぐ
近
く
、
さ
ら
に
連
休
中
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
店
内
は
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど

の
人
だ
か
り
！
商
品
は
２
日
間
で
お
お
む

ね
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
購
入
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
広
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

　
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
市
町
村
の
ブ
ー
ス
を
見
ま
し
た

が
、
ど
こ
も
お
も
し
ろ
い
し
、
ど
こ
の
も

の
も
お
い
し
い
。
で
も
、
ど
れ
も
同
じ
お

も
し
ろ
さ
、
お
い
し
さ
で
は
な
い
。
優
劣

を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違

い
を
理
解
し
、
そ
の
違
い
を
楽
し
み
た
い

と
深
く
思
い
ま
し
た
。

　
協
力
隊
２
年
目
も
そ
ろ
そ
ろ
終
盤
。
だ

い
ぶ
村
山
市
に
慣
れ
ま
し
た
が
、
改
め
て

良
さ
を
感
じ
、
新
鮮
さ
を
取
り
戻
し
た
出

張
と
な
り
ま
し
た
。 

Vol.
11

こ
ん
に
ち
は

小
田
嶋
優
で
す

～小田嶋優隊員の奮闘記～

時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

キーワードは
☎（53）6644
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出
会
い
・
子
育
て
応
援
情
報

身長・体重測定ができる
ひだまり保健室
小学校入学前までのお子さん対象
　お子さんの成長を実感してみま
せんか。測定結果はカードにして
お渡しします。
■期日　2月4日(木)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

チョコ・カフェ
▶事前にお申し込みください

1歳以上の親子対象
　親子で一緒にチョコペンでパン
ケーキにお絵かきしましょう。
■期日　2月17日(水)
■時間　午前10時30分～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■定員　18組
■参加費　大人200円、子ども100円
■持ち物　子どもの飲み物、大人
　　　　　用のふた付きのカップ
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

おしゃべりBabyママⅠ・Ⅱ
▶事前にお申し込みください

12か月までの赤ちゃんとママが対象
　赤ちゃんは身長・体重測定をお
こないます。チョコレート・ファ
ウンテンを楽しみましょう。
■期日　2月25日(木）
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■定員　18組
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

おやこで楽しむ
ふれあい運動あそび
保育施設など入所前の親子対象
　お子さんとスキンシップをしな
がら、楽しく運動しましょう。
■期日　2月18日(木)
■時間　午前10時～11時
■会場　西郷地域市民センター
■講師　渡辺翔氏（健康運動指導
士、NPO法人ベテスダ）
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

おたんじょう手形
プレゼント
小学校入学前までのお子さん対象
　2月生まれのみなさん、お誕生
日おめでとうございます。誕生月
のお子さんに記念の手形をプレゼ
ントします。
■期日　2月26日(金)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

出会い出会い＆＆子育て子育て応援情報応援情報
～交流イベント・講座情報～

親子でたくさん遊ぼう
ぐんぐん広場
小学校入学前の親子対象
　子育てや孫育てをしている方の
遊びや集いの広場です。どこの地
域の方でもお気軽におこしくださ
い。持参したお弁当を会場内で交
流しながら食べることもできます。
■期日と会場　
2月13日(土)、27日(土)　戸沢保育園
■時間　午前9時30分～正午
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

楽しい催しがいっぱい
子育て応援「ふゆまつり」
小学校入学前までの親子対象
　第1部は、親子でつくる工作
コーナーやチョコバナナ、バルー
ンアート、外での雪遊びなどたく
さんのブースでお楽しみいただけ
ます。
　第2部は、プロの人形劇団クス
クスによる楽しい公演です。
■期日　2月28日(日)
■時間　午前10時～午後1時
■会場　
第1部　甑葉プラザ甑葉ホール
第2部　親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

屋内の遊び場として開放
保育施設開放日
保育施設など入所前の親子対象
　各施設独自の取組みです。
■期日・会場・時間　
・2月5日(金) 冨本児童センター

23日(火) 西郷児童センター
午前9時～11時

・2月18日(木) 大高根児童センター
23日(火) 袖崎児童センター
午前8時30分～10時30分

問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002
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表
彰
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

表彰者のみなさんをご紹介します｡
受賞、おめでとうございます!

　
障
が
い
者
差
別
解
消
法
は
、
す
べ
て

の
方
が
、
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
を

尊
重
し
て
助
け
あ
う
「
共
生
社
会
」
の

実
現
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
障
が
い
者
差
別
解
消
法
で
は
、
次
の

よ
う
な
差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

・
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
障
が
い

を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒

否
し
た
り
、
制
限
を
し
た
り
す
る
こ
と
。

・
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

　
障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
の
配
慮
を
求

め
る
意
思
表
示
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、

合
理
的
な
配
慮
を
お
こ
な
わ
な
い
こ

と
。

　
障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理

解
を
深
め
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
／

福
祉
課
生
活
福
祉
係  

☎
内
線
146

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報

障
が
い
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

市政功労表彰法務大臣感謝状

市長杯争奪新春市民囲碁大会

■市政功労者

茨木久彌さん（戸沢）
　茨木さんは市議会議員を20年
以上努め、市の振興発展に貢献さ
れました。
　1月4日、平成28年新年祝賀会
の席上で、志布市長から表彰状と
功労章、記念品が贈られました。

　長きにわたり、人権擁護員とし
て人権擁護と人権思想の普及高揚
に尽力された次の方に，法務大臣
から感謝状が贈られました。
■五十鈴川元子さん（大久保）

　市民囲碁大会が1月10日、クア
ハウス碁点で開催されました。市
内の入賞者は次のとおりです。
■Bクラス
5位　原田　光久さん（楯岡）
6位　庄司　喜久彌さん（楯岡）
7位　小関　忠明さん（楯岡）

　国民参政125周年、普通選挙
90周年、婦人参政70周年を記念
し、次の方に総務大臣から感謝状
が贈られました。
■市選挙管理委員会
　委員長　佐藤　毅さん（楯岡）

全国市区選挙管理委員会連合会表彰

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
ま
た

は
任
意
加
入
被
保
険
者
が
、
定
額
保

険
料
に
加
え
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て

い
る
方
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
付
加
年
金
の

年
金
額
は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

の
納
付
月
数
」
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
10
年
間
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
年
額
２
万
４
千
円
（
２
０
０

円
×
１
２
０
月
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
定
例
年
金
相
談

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
　
２
月
12
日
(金)

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
　
市
商
工
会
館

■
問
合
せ
先
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
(84)
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係  

☎
内
線
112

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る
「
付
加
年
金
」
を

ご
存
知
で
す
か

総務大臣感謝状

　全国市区選挙管理委員会連合会
定期総会の席上で、永年勤続者と
して次の方が表彰されました。
■市選挙管理委員会
　委員長職務代理者　
　大場ひろみさん（楯岡）
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　市内でおこなわれた催しや市にまつわる出来事などを取
材し、市民のみなさんに楽しい話題をお伝えします。

　
平
成
28
年
新
年
祝
賀
会
が
１
月
４

日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
志
布
市
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
森
一
弘
市
議
会
議
長
と
能

登
淳
一
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
茶
道
連
盟
に
よ
る
お
茶

席
や
若
二
三
会
の
日
本
舞
踊
で
参
加
者

を
お
迎
え
し
、
正
徳
会
の
三
味
線
民
謡

に
加
え
、
小
学
生
のC

heer up!N
's

が

ダ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今
年
は
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
研
究
所
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
「
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
」

が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

市
民
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
新
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
27
日
、
袖
崎
小
学
校
５
年

生
の
児
童
８
人
が
、
東
京
都
・
赤
坂
で

お
こ
な
わ
れ
た
第
３
回
全
国
小
・
中
学

校
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
、
規
定
曲
小
学
生
部
門
に
出
場

し
、
第
５
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
文
部
科
学
省

の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
必
須
と

な
っ
た
ダ
ン
ス
に
取
り
組
み
、
大
会
を

通
じ
て
人
間
性
の
育
成
や
体
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
児
童
た
ち
は
９
月
か
ら
練
習
を
始

め
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
息
の

あ
っ
た
ダ
ン
ス
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
が
、
世
界
各
国
の

飲
食
店
１
、
０
０
０
店
の
ラ
ン
キ
ン
グ

「
ラ
・
リ
ス
ト
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

ラ
・
リ
ス
ト
は
、
世
界
各
国
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
飲
食
店
ガ
イ
ド
や
評
価

サ
イ
ト
、
格
付
け
本
な
ど
か
ら
信
用
度

を
調
査
し
、
ま
と
め
た
も
の
。
日
本
の

飲
食
店
は
１
２
７
店
が
選
ば
れ
、
そ
の

中
に
あ
ら
き
そ
ば
（
大
久
保
）
が
ラ
ン

ク
イ
ン
。
あ
ら
き
そ
ば
は
世
界
で

３
１
９
位
と
な
り
、
東
北
で
唯
一
選
ば

れ
た
優
れ
た
飲
食
店
で
す
。

　
老
舗
あ
ら
き
そ
ば
が
世
界
の
銘
店
に

選
ば
れ
、
市
内
観
光
の
名
所
と
し
て
今

後
も
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ステージで元気に踊る児童たち

平
成
28
年
新
年
祝
賀
会

袖
崎
小
が
全
国
第
５
位

あ
ら
き
そ
ば
が
東
北
唯
一

ま
ち
の
話
題

Cheer up! N's がヒップホップダンスを披露

大正9年創業の老舗「あらきそば」
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むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

袖
崎
駅

袖
崎
駅

Ｒ
13

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

板
そ
ば

最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道

手
打
ち
そ
ば

ゆ
き
む
ろ

住所：土生田1018-2　 電話：58-2506　 営業時間：午前11時～午後3時　定休日：水曜日

次回は、赤塚さんがお薦めの呑喰処たが丸（楯岡）を取材します。

　
「
ゆ
き
む
ろ
」
は
、
そ
ば
粉
十
割
の

手
打
ち
そ
ば
を
提
供
す
る
お
店
で
す
。

店
主
の
赤
塚
信
一
さ
ん
（
袖
崎
）
は
天

童
市
出
身
。
も
と
も
と
そ
ば
が
苦
手
で

し
た
が
、
北
村
山
地
域
で
食
べ
た
十
割

そ
ば
の
お
い
し
さ
に
驚
き
、
一
気
に
と

り
こ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

そ
ば
打
ち
教
室
に
通
い
、
い
つ
し
か
周

り
の
方
か
ら
そ
ば
打
ち
を
頼
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
17

年
に
自
宅
を
改
装
し
「
ゆ
き
む
ろ
」
を

開
業
。
現
在
は
、
妻
の
直
美
さ
ん
と
二

人
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
き
む
ろ
」
の
板
そ
ば
は
「
で
わ

か
お
り
」
と
「
最
上
早わ

せ生
」
の
2
つ
の

品
種
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
雪
室
に
貯
蔵
し

た
玄
そ
ば
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
雪
室

内
は
、
常
に
気
温
5
度
、
湿
度
は
70

パ
ー
セ
ン
ト
。
貯
蔵
す
る
こ
と
で
、
甘

み
や
風
味
が
増
す
そ
う
で
す
。
そ
の
玄

そ
ば
を
自
宅
に
あ
る
石
臼
で
、
毎
日
使

う
分
だ
け
を
ひ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
十
割
そ
ば
な
が
ら
も
で
き
る
だ
け

固
さ
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
加
え
る
水

の
量
を
数
パ
ー
セ
ン
ト
単
位
で
日
々
調

整
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
冬
は
そ
ば
が
一
番
お
い
し
い
時
期
。

新
そ
ば
粉
の
高
い
香
り
と
、
雪
室
貯
蔵

の
そ
ば
粉
の
甘
み
を
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
か
つ
、
キ
ン
キ
ン
に

冷
え
た
水
で
締
め
る
こ
と
で
、
歯
切
れ

が
良
く
な
り
、
さ
ら
に
う
ま
味
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
赤
塚
さ
ん
は
、
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

袖
崎
雪
室
研
究
会
の
事
務
局
長
も
務
め

て
い
ま
す
。
赤
塚
さ
ん
が
村
山
市
へ
の

居
住
を
決
意
し
た
の
は
約
20
年
前
。
雪

室
建
設
を
目
指
し
、
袖
崎
地
域
の
方
々

と
日
々
語
り
合
う
う
ち
に
袖
崎
が
大
好

き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
「
今
で
も
地

域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
を
持
て
る
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
赤
塚
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
と
研
究
を
重
ね
た
雪
室

が
生
ん
だ
こ
だ
わ
り
の
十
割
そ
ば
。
わ

だ
い
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。
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小
中
学
生
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

■
就
学
援
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

病
気
や
災
害
、
そ
の
他
経
済
的
理
由

か
ら
学
校
集
金
の
納
付
が
困
難
な
小
中

学
生
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。
学
用
品
、

給
食
費
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
小
中
学
1
年
生
の
新
入
学
用
品
費
に

つ
い
て
、
2
月
末
ま
で
に
小
学
校
に
申

請
書
が
提
出
さ
れ
た
分
は
、
4
月
上
旬

に
支
給
し
ま
す
。

■
小
中
学
生
の
入
学
・
転
学
の
相
談

　

住
所
変
更
に
伴
う
小
中
学
校
の
転
入

学
の
ほ
か
、
指
定
校
以
外
の
学
校
に
転

入
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
随
時
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課　

☎
内
線
325

介
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
介
護
者
激
励
金
の
支
給

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
要
介
護

者
（
要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
）
や
重

度
障
が
い
者
を
6
か
月
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族

支
給
額　

３
０
、
０
０
０
円

申
請
期
限　

２
月
10
日
（水）

れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
に
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
今
回
購
入

し
た
音
響
設
備
・
折
り
た
た
み
テ
ン
ト

は
、
各
種
交
流
事
業
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
地
域
防
災
事
業
の
た
め
活
用

さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課　

☎
内
線
271

気
を
つ
け
よ
う
冬
の
道

　
冬
の
道
路
は
、積
雪
や
路
面
凍
結
な
ど

で
道
路
環
境
が
悪
く
と
て
も
危
険
で
す
。

時
間
と
気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
冬
道
の
安
全
運
転
5
則

・
夏
場
よ
り
時
速
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
減
速
す
る

・
車
間
距
離
は
路
面
乾
燥
時
の
２
倍
以

上
と
る

・
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
な
ど
の
急
激
な
操
作
を
避
け
る

・
視
界
不
良
時
は
前
方
を
よ
く
見
て
早

め
に
徐
行
す
る

・
追
い
越
し
は
し
な
い　
　

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
114

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

☎
内
線
332

オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
公
演

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
オ
ペ
ラ
の
傑
作
「
魔

笛
」
を
公
演
し
ま
す
。
出
演
は
山
形
オ

ペ
ラ
協
会
、
管
弦
楽
は
山
形
交
響
楽
団

に
よ
る
生
演
奏
で
す
。
本
格
的
な
オ
ペ

ラ
を
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
28
日
（日）　

午
後
3
時
〜

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

一
般
１
、
1
０
０
円
（
当

日
券
１
、
３
０
０
円)

、
高
校
生
以
下

５
０
０
円
（
当
日
券
７
０
０
円
）

※
入
場
は
小
学
生
以
上
。
会
場
内
に
は

無
料
託
児
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
利

用
希
望
の
方
は
、
2
月
22
日
（月）
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

市
民
会
館
、
生
涯

学
習
課
、
萬
家
、
菅
野
時
計
店
、
オ
ー

イ
シ

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

☎
内
線
332

宝
く
じ
の
助
成
金
で

音
響
・
テ
ン
ト
な
ど
を
購
入

　

村
山
戸
沢
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、

宝
く
じ
の
助
成
金
で
音
響
設
備
・
折
り

た
た
み
テ
ン
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
!!
む
ら
や
ま
夢
大
学

バ
レ
ン
タ
イ
ン
〜
音
楽
の
贈
り
物
〜

　

「
愛
」
に
ち
な
ん
だ
名
曲
と
と
も

に
、
演
奏
会
に
行
く
と
き
の
服
装
や
拍

手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

リ
ー
ダ
ー
は
誰
な
の
か
な
ど
、
音
楽
の

豆
知
識
に
つ
い
て
お
教
え
し
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
14
日
（日）　

午
後
2
時
〜

会
場　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

入
場
料　

大
人
１
、
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
無
料

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

市
民
会
館
、
生
涯

学
習
課
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
な
ど

お
知
ら
せ

Ｇバ
レ

小
中

宝音
響

オ
ペ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護

気
を
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お
知
ら
せ

■
家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
過
去
１

年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

な
い
要
介
護
者
（
要
介
護
認
定
４
ま
た

は
５
）
を
在
宅
で
1
年
以
上
継
続
し
て

介
護
し
て
い
る
家
族

支
給
額　

５
０
、
０
０
０
円

■
家
族
介
護
者
交
流
会（
参
加
費
無
料
）

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
要
介
護

者
（
要
介
護
認
定
３
か
ら
５
）
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族

内
容　

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
で
の
入
浴
や

懇
親
会
な
ど

期
日　

3
月
5
日
（土）　

日
帰
り

申
込
期
限　

2
月
15
日
（月）

■
問
合
せ
／
福
祉
課　

☎
内
線
142
・
143

東
沢
バ
ラ
公
園
入
園
券
広
告
募
集

　

東
沢
バ
ラ
公
園
入
園
券
の
裏
面
へ
広

告
を
掲
載
す
る
企
業
や
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
申
込
書
は
、
商
工
観
光
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

入
園
券
の
使
用
期
間

　

平
成
28
年
の
バ
ラ
ま
つ
り
（
6
月
上

旬
〜
7
月
上
旬
）
と
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

（
9
月
中
旬
〜
下
旬
）

広
告
の
規
格

・
枠
の
大
き
さ　

縦
70
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

×
横
58
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
全
2
枠
）

・
１
色
刷
り

掲
載
料　

1
枠
２
５
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

2
月
15
日
（月）
必
着

※
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　

☎
内
線
155

プ
チ
農
業
研
修
会

　

農
業
、
食
の
地
産
地
消
、
6
次
産
業

化
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
研

修
会
で
す
。

期
日　

2
月
17
日
（水）

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

内
容
・
会
場　

・
講
義
「
い
ち
ご
栽
培
に
つ
い
て
」

（
市
民
会
館
小
会
議
室
）

・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
視
察
（
河
北
町
）

参
加
費　

２
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
期
限　

2
月
10
日
（水）　

定
員
20
名

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　

☎
内
線
257

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

希
望
す
る
方
は
、
建
設
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
楯
岡
馬
場
住
宅
3
号

募
集
戸
数　

1
戸
３
Ｋ
（
1
階
）

家
賃
月
額　

２
２
、
１
０
０
〜
３
２
、

９
０
０
円（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

入
居
資
格　

同
居
親
族
が
あ
る
方
ま
た

は
60
歳
以
上
の
単
身
者
で
、
収
入
基
準

月
額（
年
間
所
得
か
ら
扶
養
親
族
1
人
に

つ
き
38
万
円
を
差
し
引
き
12
で
除
し
た

額
）が
１
５
８
、０
０
０
円
（
高
齢
者
、

身
体
障
が
い
者
世
帯
は
２
１
４
、０
０
０

円
）
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど

受
付
日　

2
月
2
日
（火）
か
ら
10
日
（水）
ま

で
の
平
日

■
問
合
せ
／
建
設
課　
　
　

☎
内
線
231

雑
が
み
回
収

　

雑
が
み
と
は
、
食
品
な
ど
の
空
き

箱
、
包
装
紙
、
封
筒
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
す
。
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

　
紙
袋
や
大
き
め
の
封
筒
に
入
れ
て
、
収

集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
、
も
や
せ
る
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
地
域

３
月
６
日

（日）　

西
郷
・
大
倉
・
袖
崎

３
月
13
日
（日）　

大
久
保
・
冨
本
・
戸

沢
・
大
高
根

※
楯
岡
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
２
月

20
日
（土）
、
21
日
（日）
に
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
116

油
漏
れ
に
注
意

　

昨
年
末
か
ら
市
内
で
油
漏
れ
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
漏
れ
た
油
は
側
溝

や
河
川
に
流
入
し
、
環
境
汚
染
だ
け
で

な
く
下
流
の
住
民
に
も
悪
臭
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
次
の
点
に
つ
い
て
、
こ

れ
か
ら
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
タ
ン
ク
か
ら
給
油
す
る
場
合
は
絶
対

に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
用
事
で
離
れ

る
と
き
は
給
油
を
い
っ
た
ん
止
め
る
。

・
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
完
全
に
閉
め
た

か
必
ず
確
認
す
る
。

・
タ
ン
ク
の
配
管
や
ホ
ー
ス
な
ど
を
定

期
的
に
確
認
す
る
。
雪
の
圧
迫
に
よ
り

配
管
が
破
損
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
116

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

2
月
12
日
（金）
午
後
1
時
〜
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
112

市
営

プ
チ

雑
が

油
漏

東
沢

市
民

15 広報　市民の友　むらやま　　28.2.1



お
知
ら
せ

高
齢
者
の
住
ま
い
ト
ラ
ブ
ル
110
番

　

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
高
齢
者
の
住
ま
い
に
お

け
る
契
約
、
解
約
、
退
去
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
、
入
居
一
時
金
、
保
証
人
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
を
お
こ

な
い
ま
す
。
予
約
不
要
。
相
談
無
料
。

期
日　

2
月
15
日
（月）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

相
談
電
話

　
　

☎
０
５
７
０（
０
７
３
）１
６
５

■
問
合
せ
／
山
形
県
弁
護
士
会

　
　

☎
０
２
３（
６
２
２
）２
２
３
４

「
借
金
」と「
心
」の
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
と
保
健
師

に
よ
る
心
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
込
に
よ
る
完
全
予
約
制
で
す
。

期
日　

2
月
29
日
（月）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場　

山
形
財
務
事
務
所
（
山
形
市
）

申
込
期
限　

2
月
25
日
（木）

■
問
合
せ
／
山
形
財
務
事
務
所

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

解
雇
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
労
働
時
間
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
労
働
に
関

す
る
相
談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

期
日　

2
月
3
日
（水）
〜
6
日
（土）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　

☎
０
１
２
０（
１
５
４
）０
５
２

■
問
合
せ
／
連
合
山
形

　
　

☎
０
２
３（
６
２
５
）０
５
５
５

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
中
町
ア
パ
ー
ト

募
集
戸
数　

1
戸
（
3
階
）

入
居
資
格　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

必
要
書
類　

県
営
住
宅
申
込
書
、
52
円

切
手
2
枚

受
付
期
間　

2
月
3
日
（水）
〜
9
日
（火）
消

印
有
効
（
2
月
8
日
（月）
は
休
館
）

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

自
衛
官
等
募
集

　

平
成
28
年
3
月
着
隊
予
定
の
自
衛
官

候
補
生
と
7
月
以
降
に
訓
練
開
始
予
定

の
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
会
場　

神
町
駐
屯
地

■
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

資
格　

平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
で
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

2
月
10
日
（水）
ま
で

試
験
日　

2
月
14
日
（日）

■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

資
格　

平
成
28
年
7
月
1
日
現
在
で
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

4
月
8
日
（金）
ま
で

試
験
日　

4
月
15
日
（金）
か
ら
19
日
（火）
ま

で
の
指
定
さ
れ
た
1
日

■
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

資
格　

平
成
28
年
7
月
1
日
現
在
で
18

歳
以
上
55
歳
未
満
の
方
（
保
有
す
る
国

家
資
格
に
よ
る
）

受
付
期
間　

4
月
8
日
（金）
ま
で

試
験
日　

4
月
15
日
（金）
か
ら
19
日
（火）
ま

で
の
指
定
さ
れ
た
1
日

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本

部
東
根
地
域
事
務
所　

☎
（43）
７
１
９
８

放
送
大
学
4
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第
1

学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

お
こ
な
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

第
1
回　

2
月
29
日
（月）

　
　
　
　
　

第
2
回　

3
月
20
日
（日）

■
問
合
せ
／
放
送
大
学
山
形
学
習
セ
ン

タ
ー　

 

☎
０
２
３（
６
４
６
）８
８
３
６

山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校
生

二
次
募
集
（
建
設
技
術
科
）

資
格　

中
学
校
か
高
校
を
卒
業
し
た
方

（
平
成
28
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

を
含
む
）

募
集
人
数　

5
名

試
験
日　

2
月
19
日
（金）

試
験
科
目　

国
語
・
数
学
・
面
接

受
付
期
限　

2
月
10
日
（水）　

午
後
5
時

■
問
合
せ
／
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発

専
門
校 

☎
０
２
３（
６
４
４
）９
２
２
７

自
衛

な
ん

県
営

放
送

高
齢

「
借

試
験
・
募
集

困
り
ご
と
・
相
談

山二
次
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お
知
ら
せ

冬
の
1
日
甑
葉
楽
校

　
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
や
方
言
に
つ

い
て
学
ぶ
ほ
か
、
午
後
は
雪
像
づ
く
り

も
お
こ
な
い
ま
す
。

期
日
　
2
月
21
日
（日）

時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ

参
加
費
　
５
０
０
円
（
給
食
・
保
険
代
）

定
員
　
小
学
生
50
名
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
着
替
え
、
ス

キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど

申
込
期
限
　
2
月
15
日
（月）

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
☎

（52）
３
５
３
１

甑
葉
プ
ラ
ザ
定
期
利
用
団
体

「
１
日
体
験
講
座
」

　
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
活
動
し
て
い
る
定
期

利
用
団
体
が
、
初
心
者
向
け
無
料
体
験

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

団
体
名
（
講
座
内
容
）・
体
験
日
時

・
ノ
ー
ス
村
山
淡
交
ク
ラ
ブ

（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
）

　
2
月
9
日
（火）
　
午
後
6
時
30
分
〜

・
ら
く
ら
く
健
康
教
室

（
健
康
体
操
）

　
2
月
10
日
（水）
　
午
後
7
時
30
分
〜

・
村
山
レ
デ
ィ
ー
ス
３
B
体
操

（
健
康
体
操
）

　
2
月
12
日
（金）
　
午
後
1
時
30
分
〜

・
新
聞
バ
ッ
グ
む
ら
や
ま

（
新
聞
バ
ッ
グ
つ
く
り
）

　
2
月
16
日
（火）
　
午
前
9
時
30
分
〜

・
ホ
ア
ピ
リ 

フ
ラ
サ
ー
ク
ル

（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

　
2
月
17
日
（水）
　
午
後
7
時
〜

・Pop♥
C
andy's
（
小
学
生
女
子
対
象
チ
ア
ダ
ン
ス
）

　
2
月
18
日
（木）
　
午
後
7
時
〜

・
楯
岡
太
極
拳
ク
ラ
ブ

（
太
極
拳
）

　
2
月
24
日
（水）
　
午
前
10
時
〜

・
村
山
市
茶
道
連
盟

（
茶
道
・
自
己
負
担
額
５
０
０
円
）

　
2
月
24
日
（水）
　
午
後
1
時
30
分
〜

※
各
講
座
の
開
催
時
間
は
2
時
間
程
度

で
す
。

■
問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
☎
(52)
３
５
３
１

市
内
体
育
施
設
の

定
期
利
用
団
体
調
整
会
議

　
4
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
ま
で
の
1

年
間
、
次
の
体
育
施
設
を
定
期
的
に
利

用
希
望
す
る
団
体
の
調
整
会
議
を
お
こ

な
い
ま
す
。
欠
席
の
場
合
は
定
期
的
な

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

市
民
体
育
館
、
村
山
武
道
館
、
村
山
居

合
振
武
館
、
楯
岡
ス
ポ
レ
ク
広
場
、
金

谷
運
動
広
場
、
東
沢
運
動
広
場

日
時
　
2
月
16
日
（火）
　
午
後
7
時
〜

会
場
　
市
民
体
育
館

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
市
体
育
協
会

☎
（56）
３
３
７
７

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の

定
期
利
用
団
体
調
整
会
議

　
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
4
月
か

ら
平
成
29
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
、
週

1
回
ま
た
は
月
2
、
3
回
の
定
期
的
な

利
用
を
希
望
す
る
団
体
の
調
整
会
議
を

お
こ
な
い
ま
す
。
現
在
利
用
し
て
い
る

団
体
、
新
た
に
利
用
し
た
い
団
体
が
対

象
で
す
。

日
時
　
2
月
22
日
（月）
　
午
後
7
時
〜

会
場
　
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
７
４
７
７

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
お
さ
い
と
う

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
先
着
１
０
０
人

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

楯定
期

市定
期

甑「
１

冬
の

ク
ア

無料体験受付中無料体験受付中

お近くの教室で随時受け付け中です
詳しくはお気軽にお問い合わせ下さい

℡090-8928-6229
日本珠算連盟認定
（日本商工会議所） 聖加珠算学園

大場　明美

指先は第2の脳と言われる事をご存知ですか？
そろばんは、指をこまめに動かす事で左脳の
活性をうながし、さらに、フラッシュ暗算や
イメージ暗算で右脳が活性化するといわれて
います。
ぜひ一度見学にきてみませんか？

西郷教室
授業日
月・水・金曜 月・木・土曜

戸沢教室
授業日

火・水・土曜

冨本教室
授業日

火・木・土曜

富並教室
授業日

そろばん×あんざ
んでそろばん×あんざ
んで

右脳活性脳活右脳活性右脳活性

広
告

17 広報　市民の友　むらやま　　28.2.1



お
知
ら
せ

に
福
餅
を
進
呈
し
ま
す
。

期
日　

2
月
6
日
（土）

時
間　

祈
祷と
う　

午
後
5
時
45
分

　
　
　

点
火　

午
後
6
時

会
場　
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
北
側
特
設
会
場

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

☎
（56）
３
３
５
１

北
村
山
公
立
病
院
の
休
診

　

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
）
の
更
新
の
た
め
、
外
来
診

療
と
救
急
外
来
診
療
を
休
診
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
お
近
く
の
医
療
機
関
、

休
日
診
療
所
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

2
月
11
日
（
木
・
祝
日
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
15
日
（月）
午
前
8
時
30
分

ま
で

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（42）
２
１
１
１

動
物
の
所
有
者
明
示
の
推
進

　

犬
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
に
首
輪
、
名

札
な
ど
身
元
を
示
す
も
の
を
装
着
し
ま

し
ょ
う
。
飼
養
動
物
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
迷
子
に
な
っ

た
と
き
の
備
え
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

犬
に
は
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
装
着
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
っ
て
い
る
動
物
が
い
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
保
健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
村
山
保
健
所

　
　

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
１
８
７

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

　

病
院
や
福
祉
施
設
で
患
者
さ
ん
と
ふ

れ
あ
い
、
一
般
の
方
に
看
護
の
仕
事
を

体
験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

期
日　

5
月
8
日
（日）
か
ら
14
日
（土）
の
各

施
設
実
施
日

申
込
期
間　

2
月
8
日
（月）
〜
26
日
（金）

■
問
合
せ
／
県
看
護
協
会

　
　

☎
０
２
３（
６
８
５
）８
０
３
３

北
村
山
平
和
の
つ
ど
い

　

戦
争
体
験
を
語
る
講
演
会
や
情
勢
報

告
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

期
日　

2
月
11
日
（
木
・
祝
日
）

時
間　
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
0
時
30
分

会
場　

北
村
山
生
協
協
同
の
家
「
こ
ぱ

る
」
ホ
ー
ル

参
加
費　

５
０
０
円

■
問
合
せ
／
共
立
社
北
村
山
生
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
６
４
４
６

村
山
労
働
基
準
協
会
の
講
演
会

　

法
改
正
に
と
も
な
い
、
無
料
講
演
会

を
お
こ
な
い
ま
す
。
当
日
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
参
加
料
無
料
。

期
日　

2
月
4
日
（木）

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
40
分

会
場　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象　

労
務
管
理
者
・
実
施
事
務
従
事

者
な
ど

内
容　

女
性
活
躍
推
進
法
、
労
働
者
派

遣
法
改
正
法
に
つ
い
て
な
ど

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
村
山
労
働
基
準

協
会　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
２
６
６
４

自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続
き

は
お
早
め
に

　

例
年
、
年
度
末
は
車
検
や
名
義
変

更
、
抹
消
登
録
な
ど
の
手
続
き
が
集
中

し
、
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
手

続
き
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
の

案
内
は
、
山
形
運
輸
支
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ご
利
用
が
便
利
で
す
。
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／
山
形
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
３

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

2
月
の
訓
練
予
定

冬
季
練
成
訓
練
＝
1
日
（月）
〜
5
日
（金）
、

8
日
（月）
、
10
日
（水）
〜
13
日
（土）
、
15
日
（月）
、

16
日
（火）
、
19
日
（金）
〜
22
日
（月）
、
29
日
（月）
、

大
雪
・
軽
雪
練
成
訓
練
＝
1
日
（月）
〜
5

日
（金）
、
20
連
冬
季
レ
ン
ジ
ャ
ー
練
成
訓

練
＝
2
日
（火）
、3
日
（水）
、部
隊
ス
キ
ー
指

導
官
養
成
訓
練
＝
6
日
（土）
、7
日
（日）
、冬

季
訓
練
検
閲
＝
13
日
（土）
、14
日
（日）
、16
日

（火）
〜
18
日
（木）
、22
日
（月）
〜
26
日
（金）

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地
☎

（48）
１
１
５
１

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

■
ひ
ば
り
保
育
園
へ

　

ひ
ば
り
保
育
園
父
母
の
会
が
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
1
セ
ッ
ト
、
ト
ナ
カ
イ

の
着
ぐ
る
み
を
1
着

■
冨
本
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

冨
本
児
童
セ
ン
タ
ー
保
護
者
会
が
掃

除
機
を
1
台

■
村
山
市
消
防
団
へ

　

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会
が
防
災
広

報
車
を
1
台

北
村

動
物

ふ
れ

北
村

村
山

自は
お

自2
月
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お
知
ら
せ

１度

広
告

広
告

MURAYAMA HotNews

　交付通知書が届いた方が市役所へ受取りに来る場合、必ずご本人がお越
しください
■お持ちいただくもの
交付通知書（はがき）、通知カード、住民基本台帳カード（お持ちの方の
み）、本人確認書類
※本人確認書類は、顔写真付きの身分証明書（運転免許証など）の場合１
点、顔写真無しの身分証明書（健康保険証など）の場合２点必要です。

※本人が病気、身体の障がい、その他やむを得ない理由により窓口に来る
ことが難しい場合に限り、代理人に受取りを委任することができます
が、必要な持ち物が異なります。詳しくはお問い合わせください。

■平日の交付時間　午前8時30分～午後5時15分
※お渡しまで1件につき約15分の時間をいただきます。受付が集中した場
合は、お待ちいただくか再度お越しいただく場合があります。

■日曜日の交付時間　午前8時30分～午後0時30分
※第3日曜日は交付できません。
※日曜日に受取る場合は、事前に予約が必要です。
■問合せ／市民環境課  ☎内線111

マイナンバーの個人番号カードを申請した方へ

　マイナンバー制度の開始により、市への申請書や届出書の一部でマイナ
ンバーの記載が必要になります。手続きにお越しの際は、通知カードを持
参するなどマイナンバーが記載できるよう準備をお願いします。
　詳しくは各課にお問い合わせください。

■記載が必要な手続きの例
国民健康保険関係（保健課）、児童に関する手当関係（子育て支援課）、
介護保険関係（福祉課）、身体障がい者手帳交付関係（福祉課）
■問合せ／保健課  ☎内線133、子育て支援課  ☎内線162
　　　　　福祉課  ☎内線143・146

マイナンバーの利用が始まります

　袖崎地域と大高根地域における民間保育施設の整備事業者について公
募していましたが、12月に開催した選定委員会により次のとおり決定し
ました。民設民営の保育施設として平成28年度中に施設の整備をおこな
い、平成29年度から開所します。
■整備事業者名　社会福祉法人ふたば保育園　理事長 吉澤安伸
　　　　　　　　※袖崎・大高根とも同じ
■整備事業者の所在地　北村山郡大石田町緑町10番地の５
■整備する施設の内容　０～５歳児が入所できる保育所型認定こども園
袖崎：地域内に創設
大高根：現在の児童センターを改修し、再利用
■問合せ／子育て支援課  ☎内線163

袖崎・大高根地域の民間保育施設整備事業者が決定
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岩崎潮風作『玄妙』

1120×685

　
岩
崎
潮
風
（
本
名
、
豊
作
）
は
、
大
正
九
年
、

楯
岡
荒
町
生
ま
れ
。
豊
作
は
、
楯
岡
小
学
校
時
代

か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
画
家
に
な
る
夢

を
見
て
い
た
。
し
か
し
、
家
計
の
事
情
は
到
底
こ

れ
を
許
さ
ず
、
小
学
校
卒
業
の
翌
日
か
ら
父
の
屋

根
ふ
き
の
仕
事
を
手
伝
わ
さ
れ
た
。

　
豊
作
の
書
道
へ
の
開
眼
は
、
父
亡
き
後
、
仕
事

の
こ
と
で
毛
筆
を
使
っ
て
領
収
書
な
ど
を
書
い
て

い
る
と
き
「
お
ま
え
は
絵
が
う
ま
い
け
ど
字
も
上

手
な
ら
ね
え
」
と
話
し
た
母
の
一
言
が
契
機
と

な
っ
た
。
二
十
七
歳
で
一
念
発
起
し
練
習
に
励

み
、
三
年
余
り
独
学
を
続
け
る
。
や
が
て
限
界
を

感
じ
、
三
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
早
稲
田
大
学
高
等

学
校
科
の
通
信
教
育
講
座
に
入
り
、
漢
字
と
か
な

の
両
講
座
を
講
義
録
に
よ
っ
て
卒
業
。
家
業
の
傍

ら
書
家
と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
、
雅
号

を
「
潮
風
」
と
称
し
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
、
村
山
市
書
道
会
を
創
設
。
昭

和
三
十
四
年
、
第
二
回
新
日
展
に
初
出
品
し
入

選
。
こ
の
記
念
に
揮き
ご
う毫
を
依
頼
さ
れ
書
い
た
字
の

読
み
を
聞
か
れ
る
が
、
自
分
で
書
い
た
字
が
読
め

な
か
っ
た
。
潮
風
は
恥
ず
か
し
さ
と
無
学
を
感
じ

猛
勉
強
を
始
め
、
四
十
五
歳
、
通
信
教
育
で
高
校

卒
業
の
資
格
を
と
る
。
ま
さ
に
努
力
の
ひ
と
と
い

う
言
葉
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
人
物
で
あ
る
。

　
日
展
初
入
選
以
来
、
毎
日
書
道
展
や
墨
滴
会
展

な
ど
で
多
く
の
栄
誉
あ
る
受
賞
を
重
ね
て
い
る
。

村山市が誇る、芸術家たち。

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（1月１日現在)：25,474人 男：12,315人 女：13,159人　世帯数：8,236戸

〈1920年～1996年〉
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